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一部地域の不燃ごみ収集車が変わりました

　カセットガスボンベやスプレー缶の残りガスが原因と思
われるごみ収集車の火災が発生しています。
　ごみを圧縮して収集車に積み込むと危険が増すことから、
ガスボンベ等の不燃ごみを収集する車両について、一部地
域ではダンプトラック（写真）に変更しました。
　ガスボンベ等は中身を出し切ってから、正しく捨てま
しょう。安全なごみ収集へのご協力をお願いします。



令和６年組合議会の議決結果
　令和６年中に定例会を３回開催し、予算及び決算の議案を含む、下記22件の管理者提出議案を全て議決しました。
〇予算８件（当初２件、補正６件）原案可決　　　〇決算１件（一般会計）認定
〇利益の処分及び決算１件（水道事業会計）原案可決及び認定　　　〇条例７件 原案可決
〇人事１件（公平委員）同意　　　〇専決処分１件 承認　　　〇財産の取得２件 原案可決
〇訴訟の和解１件 原案可決

　議決結果等の詳しい内容は、ホームページからご覧いただけます。

様　ご寄附ありがとうございました
　令和６年４月18日、株式会社ベルク様から消防車両等購入費用として１億５千万円の寄附をいただいたことに対
する感謝状贈呈式を執り行いました。
　当日は、同社の原島代表取締役社長と峯岸部長へ、北堀管理者から感謝状を贈呈しました。
　いただいた寄附金は、消防行政の充実強化と災害対応力向上のため、消防車両や消防資機材の整備などに活用しま
す。　

感謝状贈呈式の様子 贈呈後の記念撮影

秩父広域市町村圏組合議会からのお知らせ

　組合議会では、他の自治体における先進的な施策や施設について見聞を
深め、より良い議会活動と広域行政の課題解決のため、先進地行政視察を
実施しています。
　令和６年度は９月24日と25日の２日間で、群馬県の多野藤岡広域市町
村圏振興整備組合と富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合、長野県の上田地
域広域連合を視察しました。

多野藤岡広域市町村圏振興整備組合 富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合 上田地域広域連合
山間地を含む地域性や圏域内の人口規模
など、活動環境が当組合と近い消防本部
での、救急活動や消防・救助業務につい
て伺いました。

令和６年３月に竣工した衛生管理セン
ター（し尿処理施設）について、建設の
経緯や運転管理の状況等について伺い、
施設見学を行いました。

働き方改革などを背景とした医師不足の
中での病院群輪番制病院を含めた救急医
療体制の維持について伺いました。

問い合わせ　管理課　☎23－2242

公式Ｘのお知らせ
　秩父広域市町村圏組合の公式Ｘ（旧Twitter）を開設しました。
　たくさんの魅力ある情報を配信しますので、ぜひ!! フォローをよろしく
お願いします。

　　秩父広域市町村圏組合公式Ｘ（旧Twitter）　　＠chichibukouiki

問い合わせ　総務課　☎21－0120

先進地行政視察報告
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　令和５年度に組合が発注した建設工事を優秀な成績で完成させた施工者並びに現場代理人等に対し、令和
６年11月１日、秩父消防本部４階講堂にて表彰式を行い、北堀管理者から表彰状を贈呈しました。

工事名等の詳しい内容は、
ホームページからご覧いただけます。

問い合わせ　契約検査課　☎23－2489

第29回『ごみの減量化に関する標語』優秀作品発表第29回『ごみの減量化に関する標語』優秀作品発表

令和６年度 秩父広域市町村圏組合優秀建設工事表彰

優秀賞  
・岸　　俊男 氏
　（守屋八潮建設株式会社）
奨励賞  
・飯野　　清 氏
　（�ダイショウ・駒井特定
建設工事共同企業体）

・髙橋　裕貴 氏
　（秩父土建株式会社）
・亀山　祐司 氏
　（秩父土建株式会社）
・島嵜　悠也 氏
　（株式会社斎藤組）
・齊藤　孝夫 氏
　（�斎藤・なかの特定建
設工事共同企業体）

賞　名 氏　　　名 学　　校　　名 作　　　　　　　　品
最 優 秀 賞 福井　　歩 影 森 小 学 校 分別は だれでもできる エコ活動

優 秀 賞

磯﨑　　稜 秩 父 第 一 小 学 校 自由帳 むだなく使って ごみげん量
稲葉　逞真 花 の 木 小 学 校 兄からぼくへ ぼくから弟へ 服とおもちゃのバトンリレー
岡野七和花 花 の 木 小 学 校 しげんごみ 新たなすがたで また会おう
坂本このみ 西 小 学 校 SDGs できることから やってんべぇ
間庭　　煌 西 小 学 校 すてるより へんしんさせて リサイクル
浅見　優哉 西 小 学 校 それ必要？ 買う前によく 考えて
山本　望叶 南 小 学 校 あなたはどっち？ きれいなみらいと ゴミのみらい
町田　泰誠 尾 田 蒔 小 学 校 まだすてない ゆずり、ゆずられ ぼくの服
黒澤　莉愛 原 谷 小 学 校 ゴミカレンダー 見てからすてよう ぶんべつし
壽臺　聡太 久 那 小 学 校 ごみへらし みらいの秩父 守るんだ
小川　迅侍 高 篠 小 学 校 リサイクル あのゴミこのゴミ だいへんしん
栗原　　巧 高 篠 小 学 校 のこさず食べる これがぼくの エコ活動
小野寺　陸 影 森 小 学 校 まずわたし そこから始める 地球の未来
神保　莉央 影 森 小 学 校 マイボトル ゴミさくげんの 第一歩
川田　大瑚 影 森 小 学 校 分別で ごみは資源に 大変身！
富田　瑛太 影 森 小 学 校 ゴミ減量 町・人・自然を 守る技
原　　光賛 影 森 小 学 校 「捨てちゃお～。」 そんな心を 捨てちゃおう‼
丸山いつむ 吉 田 小 学 校 そのごみは あなたしだいで たからもの
横田　起士 荒 川 東 小 学 校 CO₂ ださないように ごみへらす
浅見　碧唯 横 瀬 小 学 校 すてないで それはだいじな しげんかも
小澤　悠真 横 瀬 小 学 校 レジぶくろ いらない時は ことわろう
今井　柚羽 長 瀞 第 一 小 学 校 リユースで、 ゴミから宝へ 大変身！
関根　魁星 長 瀞 第 一 小 学 校 もったいない みんなでゴミの ダイエット
山下部志月 長 瀞 第 一 小 学 校 やってみよう ゴミをへらすよ 自分から
浅見　樹璃 小 鹿 野 小 学 校 捨てないで 資源になるよ そのゴミも
今井　帆花 長 若 小 学 校 使えるよ 気付く見る目と その心

優秀賞  
・秩父土建株式会社
・守屋八潮建設株式会社
奨励賞  
・ ダイショウ・駒井特定建設

工事共同企業体
・株式会社斎藤組　
・須田建設株式会社
・有限会社長瀞土木
・株式会社高橋組 秩父本店
・株式会社日新テクノ
・三国建設株式会社
・株式会社萩原工務店
・有限会社なかの建設

・齋藤　要一 氏
　（秩父土建株式会社）
・山中　宜之 氏
　（秩父土建株式会社）
・田部井　明 氏
　（守屋八潮建設株式会社）
・山嵜　　広 氏
　（須田建設株式会社）
・柳原　浩司 氏
　（有限会社長瀞土木）

・眞下　明夫 氏
　（株式会社高橋組秩父本店）
・近藤　竣介 氏
　（株式会社日新テクノ）
・髙橋　正美 氏
　（株式会社日新テクノ）
・萩原　　淳 氏
　（株式会社萩原工務店）
・中野　　操 氏
　（有限会社なかの建設）

施工者表彰 現場代理人等表彰

問い合わせ　業務課　☎24－8050
敬称略※入選作品は、秩父クリーンセンター玄関ホールに掲示しています。
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秋の火災予防運動が　　　　　
　　　　　　　実施されました

　11月９日から15日までの７日間で、秋の火災予
防運動が実施されました。
　火災予防運動期間中は、秩父広域各地の商業施設
や学校などにおいて、火災予防に関する様々なイベ
ントが行われました。

問い合わせ　予防課　☎21－0121

水銀を含むごみの出し方にご注意ください
　乾電池・ボタン電池や水銀体温計などの水銀を含むごみが焼却されると、環境汚染や周辺地域の住民の方に
健康被害が生じるおそれがあります。
　指定袋で出す可燃ごみ・不燃ごみに、水銀を含むごみを誤って混入させないようご協力をお願いします。

〈水銀を含むごみの出し方〉
品目名 収集日 出し方

乾電池・ボタン電池
資源ごみ（カン・ビン）

または不燃ごみ

透明または半透明の袋に入れ、指定袋とは別に出す。

水銀体温計 新聞紙等に包み「水銀体温計」と書き、指定袋とは
別に出す。

蛍光灯
（40Ｗ以下の直管・

蛍光管・電球）　
資源ごみ（紙・布類）

購入時の箱に割らずに入れる。
もしくは新聞紙等に割れないように包み「蛍光管」

「電球」と書く。

その他、出し方がわからないものについては各センターまたは業務課までお問合せください。

問い合わせ　秩父クリーンセンター・業務課　☎24－8050
秩父環境衛生センター　☎23－8921

児童たちは、消防活
動訓練の見学・消防
車からの放水体験な
どを通じて、火災予
防について学びまし
た。

甲種防火管理新規講習のお知らせ
【と　　き】　令和７年２月27日㈭から28日㈮
【と こ ろ】　秩父宮記念市民会館けやきフォーラム
【募集期間】　１次：１月14日㈫から21日㈫まで
　　　　　　２次：２月８日㈯から９日㈰まで

※お申し込みは日本防火・防災協会HPへ

救急車の適正利用に　　　　　　
　　　　ご協力をお願いします‼
　救急車は、地域住民の生命を
守るため、昼夜を問わず出動し
ています。秩父消防本部管内の
令和５年の出動件数は、5,000
件を超えています。また、搬送
された傷病者の約５割は軽症で
す。救急医療は「限りある資源」です。いざという
時のために、救急車の適正利用にご協力をお願いし
ます。
　また、救急車を呼ぶべきか、判断に迷う場合は、
埼玉県救急電話相談【♯7119】に電話をしてくだ
さい。利用していただくことで、緊急性が高いとき
には救急車の要請を、そうでないときは、症状に応

じたタイミングで医療機関を受
診することを助言してくれます。
　こうすることで、緊急性の高
い傷病者の元にいち早く救急隊
が駆けつけることができるよう
になります。

問い合わせ　警防課　☎21－0122

乾電池 ボタン電池 水銀体温計

三田川小学校のみなさんと
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